


　急
きゅうそく

速にグローバル化
か

が進
すす

む現
げん

在
ざい

、私たちが住
す

む地
ち

球
きゅう

の豊
ゆた

かな発
はっ

展
てん

には、国
こく

籍
せき

や文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを

越
こ

え、建
けん

設
せつ

的
てき

な意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

いながら、より一
いっ

層
そう

の相
そう

互
ご

理
り

解
かい

を深
ふか

めることが大
たい

切
せつ

です。日本の社
しゃ

会
かい

や

文化に日
ひ

頃
ごろ

から深く接
せっ

している世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

の人
ひと

々
びと

に、日本語でスピーチをする機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

することは、 

それを聞
き

くすべての人に対
たい

して、そして発
はっ

表
ぴょう

する本
ほん

人
にん

に対しても、新
あら

たな視
し

点
てん

を与
あた

えてくれる好
こう

機
き

です。違いを知
し

り、違いを楽
たの

しむことこそ、人
じん

類
るい

の平
へいわきょうぞん

和共存・発
はっ

展
てん

へ繋
つな

がるという想
おも

いから、1960年

より毎
まい

年
とし

「外
がいこくじん

国人による日
に ほ ん ご べ ん ろ ん た い か い

本語弁論大会」を開
かい

催
さい

、1998年（第39回大会）からは毎年、各
かく

都
と

市
し

で開催、

2016年は岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

高
たか

山
やま

市
し

で開催いたします。

1. 日
にち

時
じ

および開催場
ば

所
しょ

2016年6月18日（土）午
ご

後
ご

1時１５分開
かい

始
し

 
高
たか

山
やま

市
し

民
みん

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん
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2. 演
えん

題
だい

および制
せい

限
げん

時
じ

間
かん

○演題は自
じ

由
ゆう

、但
ただ

し伝
でん

導
どう

、宣
せん

伝
でん

に類
るい

するものは不
ふ

可
か

で、
未
みはっぴょうさくひん

発表作品に限
かぎ

る
○制限時間は6分以

い
内
ない

、時
じかんちょうか

間超過は減
げん

点
てん

の対
たい

象
しょう

となる
○過

か
度
ど

な演
えんしゅつ

出、演
えん

技
ぎ

および小
こ

道
どう

具
ぐ

の使
し

用
よう

は禁
きん

止
し

3. 出
しゅつじょうしかく

場資 格

次の①～③の条
じょう

件
けん

を同
どう

時
じ

に満たす方
①母

ぼ
語
ご

が日本語以
い

外
がい

であること
②大会当

とう
日
じつ

の年
ねん

齢
れい

が満
まん

15歳以
いじょう

上であること
③過

か
去
こ

のこの大会で外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

賞
しょう

または文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だい

臣
じん

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

していないこと

4. 審
しんさきじゅん

査基準

①主
しゅ

題
だい

の良
りょうひ

否（聴
ちょうしゅう

衆の興
きょうみ

味と関
かん

心
しん

を呼
よ

ぶ時
じ

宜
ぎ

を得
え

た
主題であり、これを論

ろん
ずることに意

い
義
ぎ

が認
みと

められるか）
②事

じ
例
れい

の適
てき

切
せつ

さ（取り上げられる事例は主題を説
せつ

明
めい

する上で十
じゅう

分
ぶん

かつ適切なものであるかどうか）
③内

ない
容
よう

の構
こう

成
せい
（独

どく
自
じ

の見
み

方
かた

、考
かんが

え方
かた

が適切に表
ひょう

現
げん

され、
主題が論

ろん
理
り

的
てき

かつ効
こう

果
か

的
てき

に整
せい

然
ぜん

と展
てん

開
かい

されてい
るか）

④語
ご

句
く

の使い方（主題、内
ない

容
よう

にふさわしい語句を選
えら

んで
いるか、その発

はつ
音
おん

、抑
よく

揚
よう

、文
ぶん

法
ぽう

は適切か）
⑤話

はな
し方

かた
（表

ひょう
情
じょう

、動
どう

作
さ

などが自
し

然
ぜん

で、好
こう

感
かん

が持
も

て、かつ
説
せっ

得
とく

力
りょく

があるか）

以上の5項
こう

目
もく

を中
ちゅう

心
しん

に審
しん

査
さ

員
いん

5名で審査を行
おこな

います。
※但

ただ
し、予

よ
選
せん
審
しん
査
さ
の段

だん
階
かい
で日本語の能力、運

うん
用
よう
技
ぎ
術
じゅつ
だけでなく、日本

語の学
がくしゅうれき
習歴、学

がくしゅうかんきょう
習環境、個人の資

し
質
しつ
および本大会の開催趣旨で

ある国
こく
際
さい
理
り
解
かい
への社

しゃ
会
かい
的
てき
効
こう
果
か
を参
さん
考
こう
として審査の対象とする場合

もあります。

5. 出
しゅつじょうしゃけってい

場 者 決 定

スピーチ原
げん

稿
こう

およびスピーチの録
ろく

画
が

映
えい

像
ぞう

を4．の審査
基準の①～④に基

もと
づき予選審査を国際教育振興会内

で行い本
ほん

選
せん

出場者10～12名を決
けっ

定
てい

します。その結
けっ

果
か

は2016年5月中
ちゅうじゅん
旬までに直

ちょくせつ
接、応

お う ぼ し ゃ
募者に通

つう
知
ち
します。

6. 応募方
ほう

法
ほう

および応募締
しめ

切
きり

応募期間：　2016年2月1日（月）～4月26日（火）
①所

しょ
定
てい

の申
もうしこみしょ

込書に記入（申込書は国際教育振興会の
ホームページからダウンロードできます。）

②スピーチを録画したメディア

㋐日本語で氏
し

名
めい

および演題を言ってから、スピーチ
を始

はじ
める。

㋑スピーチは６分以内に必
かなら

ず終
お

える。
㋒1スピーチにつき1枚（個）の記

き
録
ろく

メディアに記録
すること。

㋓収
しゅうろく

録は、正
しょうめん

面からスピーチをしている顔
かお

が映
うつ

るように
すること。

㋔DVD-Video形
けい

式
しき

での録
ろく

画
が

の場
ば

合
あい

、記録メディアは
DVD-Rなど、コピープロテクトをしないで、ファイナ
ライズしてください。

㋕PC/スマホのウェブカメラなどを利
り

用
よう

して録画
の場合、ファイルの拡

かく
張

ちょう
子
し

をwmv、mov、flv、
mpg(mpeg)、aviなどのいずれかとしてください。
データファイルは、DVDまたは、SDカード、USB
メモリなど記録メディアに記録し、必ずメディアを
送ってください。また同

どう
様
よう

にコピープロテクトをし
ないでください。

㋖録画環
かん

境
きょう

が身
み

近
ぢか

に無
な

い方は、音
おん

声
せい

のみを録
ろく

音
おん

した
メディアで構

かま
いません。

＊ 再
さい

生
せい

時
じ

の不
ふ

具
ぐ

合
あい

などあった場合、再
さい

送
そう

などをお願
ねが

い
することがありますので、オリジナル映

えい
像
ぞう

／音
おん

声
せい

は
必ず応募者各

かく
自
じ

で保
ほ

管
かん

してください。
③スピーチの原

げん
稿
こう
（A4サイズの用

よう
紙
し

に出
しゅつりょく

力または書
か

いた
もの）２部

④顔
かお

写
しゃ

真
しん

１枚（3cm×4cmで顔がはっきりと写
うつ

っている
もの）、申込書に貼

は
る（念

ねん
のため写真の裏

うら
に記

き
名
めい

して
ください）

上記の①～④をまとめて応
お う ぼ し ょ る い そ う ふ さ き

募書類送付先まで送付願い
ます。（応募書類などは返

へん
却
きゃく

いたしません）

注
ちゅうき
記：一人で複

ふく
数
すう
のスピーチの応募はできません。また応募した

スピーチの内容を本選で変えることはできませんのでご注意ください。
（不

ふ
適
てき
切
せつ
な用語または事

じ
実
じつ
誤
ご
認
にん
など、若

じゃっ
干
かん
の訂

てい
正
せい
は認

みと
めますが、その

場合は国際教育振興会弁論大会事務局まで連
れんらく
絡をして下さい）

7. 本大会表
ひょうしょう

彰（予定）

◆外務大臣賞……………… 賞状・賞杯
◆文部科学大臣賞………… 賞状・賞杯	  
◆主催団体賞……………… 賞状・賞杯
◆会場審査員賞…………… 賞状・楯

（当日来
らいじょうしゃ

場者の投
とうひょう

票で最
さい

多
た

の票
ひょう

を獲
かく

得
とく

したもの）
その他、副

ふくしょう
賞および参

さんかしょう
加賞（主催・協

きょうさんだんたいていきょう
賛団体提供）

8. その他

①交
こう
通
つう
費
ひ
に関
かん
して

本大会（本選）への出場者に、高山市宿
しゅくはくしせつ

泊施設までの
交通費は主

しゅさいしゃ
催者が負

ふ
担
たん

いたします。但し原
げん

則
そく

として
公
こうきょうこうつうきかん

共交通機関のみで、タクシー代は個人負担とします。

②宿泊に関して
本大会（本選）への出場者には主催団体が宿泊（前日と
当日）を手配します。費用は主催団体の負担とします。

③著
ちょ さく けん
作権に関して

スピーチの著作権はすべて一般財団法人国際教育
振興会に帰

き
属
ぞく

します。
但しNHKが放送用に録音・録画した制

せいさくぶつ
作物の著作権

および編
へんしゅうけん

集権はNHKに帰属します。
注記：なお、出場者全員のスピーチが放送されるとは限りません。
またスピーチが編集される場合もありますので予めご了承下さい。

④広
こう
報
ほう
での使用に関して

本大会の出場者の氏名、国
こくせき

籍、所
しょぞく

属（学
がっこうめい

校名、勤
きん

務
む

先
さき

など）、写真、などは大会のプログラム、宣
せん

伝
でん

用
よう

のチラシ、
主催者・後

こうえんだんたい
援団体のＷＥＢサイトを通じて事

じ
前
ぜん

に発
はっぴょう

表
いたします。
本大会出場者全員のスピーチ映像を主催団体のＷＥＢ
サイトにて大会終

しゅうりょうご
了後、 公

こうひょう
表を予定しております。

⑤個
こじんじょうほう
人情報の取り扱いについて

応募者ならびに出場者の方々の個人情報は「外国人
による日本語弁論大会」の実施目的のために使用し
ます。主催者、後援・協賛団体以

い
外
がい

の第三者に許
きょ

可
か

なしに個人情報を渡すことはありません。

【大会に関する問い合わせ先】
一般財団法人国際教育振興会

〒160-0004　東京都新宿区四谷1-21（2015年12月末までの住所）
新宿区四谷1-50（2016年1月1日以降の住所）

電話: 03-3359-9620　FAX: 03-3353-8908
ホームページアドレス: http://www.iec-nichibei.or.jp 

E-mail: benron@iec-nichibei.or.jp
月～金曜日　9：00～17：00　

応募書類送付先
〒160-0004 東京都新宿区四谷1-50

国際教育振興会
「外国人による日本語弁論大会」係宛て
応募締切日 2016年4月26日（火）までに 届

とど
くよ

うに送付のこと。

開
かい

催
さい

の趣
しゅ

旨
し

実
じっしようりょう

施要領


